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指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 区民部 課 児童保育サービス課 

施設名 池之端児童館 指定管理者の名称 社会福祉法人 台東区社会福祉事業団 

１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
 台東区社会福祉事業団は､昭和６１年１０月の設立以来、区立福祉施設の運営を受託し､地域福祉の向上に
努めている。平成１７年３月現在の受託施設数は児童福祉施設７ヵ所、高齢福祉施設 12ヵ所の計１９ヵ所 
となっている。 

２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
台東区池之端２－３－３ ＲＣ３階建て（図書室･音楽室・図工室・クラブ室等） 
開館日  月曜日から日曜日（但し､日曜日・子どもの日は施設開放） 
休館日  第３日曜日、祝日、年末年始 
開館時間 午前９時３０分から午後６時まで  （管轄の谷中子どもクラブ１９時までの延長保育試行中） 
対象年齢 ０歳児から１５歳を主な対象として１８歳まで 
        池之端地区の区の施設として様々な相談、要望が寄せられる 

文京区､荒川区と隣接している為区外からの利用も多い   《職員》 常勤３名、非常勤３名 

３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

乳幼児期から青年期までの子どもを対象に｢遊び｣という視点から様々な活動を行ない､自己確立・他者への 
関心・愛着・信頼感などが豊かに育つ｢子育ち｣を支援していく。 
・子育ち支援事業    ・次世代の親の育成  
・子育て支援事業      赤ちゃんとのふれあい事業として児童館、谷中保育園､保健所、主任児童委員

との連携で上野中の生徒と乳幼児親子とのふれあい活動をおこなっている 
・地域・他団体との連携とネットワークの強化など。 
   忍ヶ丘小ＰＴＡ､谷中コミュニティー委員会等と協力関係 
 
４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
利用実績 

     ※１８年３月 アスベスト除去工事の為、９日間閉館 
 

年度 開館日数 利用総数 幼児 小学生 中学生 高校生 大人 

１６ ３３４ ２２，９４５ ４,６１８ １０,９１９ ８９９ ５０１ ６,００８ 

１７ ３２５ ２０，７４７ ４，３５９ ９，７３０ ７５４ ５０３ ５，４０１ 

５．予算決算の推移                              （単位：円） 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 29,466,000 29,912,000  

料金収入等 0 0  予 算 
管理経費 29,466,000 29,912,000  

負担金補助及び交付金 22,968,617  

料金収入等 0  

管理経費 22,968,617  
決 算 

収 支 0   
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６．評価項目  

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[４]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[４]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [４]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[４]、(8)利用実績[４] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[４]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[３]、(6)自主事業の利用実績
[３]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[４] 
                               【標準８項目、本施設は８項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[４]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[４]、(4)清掃･警備・衛生管理[４]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[４]、(7)業務の外部委託[４]、(8)震災等への対応[４]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設は１０項目を評
価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [５]、(3)利用者増等による収支
改善努力[４] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

管理の基準を達成するとともに、子ども達や保護者の要望を受け､

きめ細かい対応に努め、相談機能や他機関との連携に努力してい

る。 
②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

地域との連携を大切にし､区の事業に参加協力している。自主事業

実施の際にも様々な立場の人達とつながって、地域での子育てを

共有している。 
③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
個人情報保護については、事業団からの指導や内部での検討を行

い、徹底している。施設については老朽化しており、日常の清掃

や安全管理に努める。 

④歳入歳出 Ａ 
指定管理者として、職員全体で経営改革に努力しており、経費の

削減、効率の向上に努力している。 
 

⑤総合評価 Ａ 
平成元年度から業務を委託しているので、指定管理者制度移行後

も、大きな混乱もなく業務が行われ、概ね良好に管理されている。 
 

８．課題への対応 
必ずしもこども達の多い地域ではないが、区の施設としてこども達、保護者の居場所(活動拠点)として機
能している。地域としては狭いが谷中も管轄しているため、地域のこども達のために、様々な関係者とつ

ながり子育てを共有している。しかし区のはずれに位置しているので孤立しがちなため、指定管理者の独

自の活動を尊重しながら、区として関係機関との調整や指導を行い、業務が円滑、有効に推進できるよう

役割や協力体制を明確化していく。 
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７

指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 区民部 課 児童保育サービス課 

施設名 松が谷児童館 指定管理者の名称 社会福祉法人 台東区社会福祉事業団 

１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
 台東区社会福祉事業団は､昭和６１年１０月の設立以来、区立福祉施設の運営を受託し､地域福祉の向上に
努めている。平成１７年３月現在の受託施設数は児童福祉施設７ヵ所、高齢福祉施設 12ヵ所の計１９ヵ所 
となっている。 

２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
台東区松が谷４－１５－１１ＲＣ４階建て（３,４階）(図書室･遊戯室・工作室・クラブ室等) 
  松が谷保育園併設 
開館日  月曜日から日曜日（但し､日曜日・子どもの日は施設開放） 
休館日  第３日曜日、祝日、年末年始 
開館時間 午前９時３０分から午後６時まで 
対象年齢 ０歳児から１５歳を主な対象として１８歳まで 

１６年度より中高生タイム、管轄の松葉こどもクラブにて１９時までの延長保育試行中 

３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

乳幼児期から青年期までの子どもを対象に｢遊び｣という視点から様々な活動を行ない､自己確立・他者への 
関心・愛着・信頼感などが豊かに育つ｢子育ち｣を支援していく。 
・ 子育ち支援事業    次世代の親の育成 
・ 子育て支援事業    地域・他団体との連携とネットワークの強化など。 
               入谷地区青少年委員会､男女共同推進プラザと協力関係 
     障害児･者とのふれあいをテーマに野外活動､表現活動を実施 
     外部の子育て支援補助事業とタイアップもしている。     《職員》 常勤３名、非常勤５名 

４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
利用実績 
 

年度 開館日数 利用総数 幼児 小学生 中学生 高校生 大人 

１６ ３３４ ３８，６９６ ６，５７２ ２２,９４８ １，９９２ ３８３ ６，８０１ 

１７ ３３４ ４２，３１５ ７，６５８ ２２，４９０ ２，０２８ ４０４ ９，７３５ 
 
 

５．予算決算の推移                              （単位：円） 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 39,282,000 33,002,000  

料金収入等 0 0  予 算 
管理経費 39,282,000 33,002,000  

負担金補助及び交付金 33,856,569  

料金収入等 0  

管理経費 33,856,569  
決 算 

収 支 0   
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６．管理の基準等に定める業務水準 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[４]、(2)施設提供のための適正な人員配置[４]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [４]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[４]、(8)利用実績[４] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[４]、(2)事業実施のための適正な人員配置[４]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[３]、(6)自主事業の利用実績
[３]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[４] 
                               【標準８項目、本施設は８項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[４]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[４]、(4)清掃･警備・衛生管理[４]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[４]、(7)業務の外部委託[４]、(8)震災等への対応[４]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設１０項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [５]、(3)利用者増等による収支
改善努力[４] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

管理の基準を達成するとともに、子ども達や保護者の要望を受け､き

め細かい対応に努め、相談機能や他機関との連携に努力している。 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

地域との連携を大切にし､区の事業に参加協力している。自主事業実

施の際にも様々な立場の人達とつながって、地域での子育てを共有し

ている。 
③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
個人情報保護については、事業団からの指導や内部での検討を行い、

徹底している。施設については、日常の清掃や安全管理に努めている。 

④歳入歳出 Ａ 
指定管理者として、職員全体で経営改革に努力しており、経費の削減、

効率の向上に努力している。 
 

⑤総合評価 Ａ 
平成元年度から業務を委託しているので、指定管理者制度移行後も、

大きな混乱もなく業務が行われ、概ね良好に管理されている。 
 

８．課題への対応 
区内の中心部に位置し、昭和通り､言問通りに面してマンション建設が進んでいるため､子育て世代の転

入も多い。そのため､乳幼児の子育て支援、こどもクラブの希望が多く、毎年利用者が増えている。子育て

の相談や要望に応えているが、児童館だけでの解決に無理もあり、指定管理者の独自の活動を尊重しなが

ら、区として関係機関との調整や指導を行い、業務が円滑、有効に推進できるよう役割や協力体制を明確

化していく。 
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８

指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 区民部 課 児童保育サービス課 

施設名 今戸児童館 指定管理者の名称 社会福祉法人 台東区社会福祉事業団 

１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
 台東区社会福祉事業団は､昭和６１年１０月の設立以来、区立福祉施設の運営を受託し､地域福祉の向上に
努めている。平成１７年３月現在の受託施設数は児童福祉施設７ヵ所、高齢福祉施設 12ヵ所の計１９ヵ所 
となっている。 

２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
台東区今戸１－３－６ ＲＣ３階建て（図書室･音楽室・工作室・遊戯室等） 
開館日  月曜日から日曜日（但し､日曜日・子どもの日は施設開放） 
休館日  第３日曜日、祝日、年末年始 
開館時間 午前９時３０分から午後６時まで 
対象年齢 ０歳児から１５歳を主な対象として１８歳まで 

１６年度より中高生タイムを試行中      《職員》 常勤３名、非常勤５名 

３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

乳幼児期から青年期までの子どもを対象に｢遊び｣という視点から様々な活動を行ない､自己確立・他者への 
関心・愛着・信頼感などが豊かに育つ｢子育ち｣を支援していく。 
・ 子育ち支援事業     ・次世代の親の育成 
・ 子育て支援事業     ・地域・他団体との連携とネットワークの強化など。 
              馬道地区の町会等と協力関係  富士小学校運営協議会メンバー 
                 清川地区美しい心作り会員として活動 
  こどもクラブのない地域のため、児童館内で学童保育的な機能を担っている。 

４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
利用実績 
年度 開館日数 利用総数 幼児 小学生 中学生 高校生 大人 

１６ ３３４ ２８，２７４ ２，９１９ １７，２９９ ２，６６７ ３４４ ５，０４５ 

１７ ３３４ ２５，０５５ １，９３２ １４，７５７ ４，５７３ ３６１ ３，４３２ 
 
第二遊戯室使用状況 
１８６件(定額０件、減額１１５件、免除７１件) ３，５８８人 

使用料収入 減額＠１，５５０×１１５件＝１７８，２５０円 

５．予算決算の推移                              （単位：円） 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 41,969,000 42,504,000  

料金収入等 0 0  予 算 
管理経費 41,969,000 42,504,000  

負担金補助及び交付金 36,788,949  

料金収入等 0  

管理経費 36,788,949  
決 算 

収 支 0   
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[４]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[４]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [４]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[４]、(8)利用実績[４] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[４]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[３]、(6)自主事業の利用実績
[３]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[４] 
                               【標準８項目、本施設は８項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[４]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[４]、(4)清掃･警備・衛生管理[４]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[４]、(7)業務の外部委託[４]、(8)震災等への対応[４]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設は１０項目を評
価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [５]、(3)利用者増等による収支
改善努力[４] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

管理の基準を達成するとともに、子ども達や保護者の要望を受け､き

め細かい対応に努め、相談機能や他機関との連携に努力している。 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

地域との連携を大切にし､区の事業に参加協力している。自主事業実

施の際にも様々な立場の人達とつながって、地域での子育てを共有し

ている。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 

個人情報保護については、事業団からの指導や内部での検討を行い、

徹底している。施設については老朽化しており、日常の清掃や安全管

理に努める。 
 

④歳入歳出 Ａ 
指定管理者として、職員全体で経営改革に努力しており、経費の削減、

効率の向上に努力している。 
 

⑤総合評価 Ａ 
平成元年度から業務を委託しているので、指定管理者制度移行後も、

大きな混乱もなく業務が行われ、概ね良好に管理されている。 
 

８．課題への対応 
館内にこどもクラブが併設されていないため、学童保育的機能をはじめとして幼児から中高生までの居

場所としてフルに機能している。幼児から大人になるまでの健全な成長を支えるため、関係機関との連携

は必須。 
指定管理者独自の活動を尊重しながら、区として関係機関との調整や指導を行い、業務が円滑、有効に

推進できるよう役割や協力体制を明確化していく。 
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９

指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 区民部 課 児童保育サービス課 

施設名 寿児童館 指定管理者の名称 社会福祉法人 台東区社会福祉事業団 

１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
 台東区社会福祉事業団は､昭和６１年１０月の設立以来、区立福祉施設の運営を受託し､地域福祉の向上に
努めている。平成１７年３月現在の受託施設数は児童福祉施設７ヵ所、高齢福祉施設 12ヵ所の計１９ヵ所 
となっている。 

２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
台東区寿１－４－６ ＲＣ地上３階地下２建（図書室･音楽室・図工室・クラブ室等）  
  寿保育園併設(１階､２階)         地下１階､１階、３階層に分かれている 
開館日  月曜日から日曜日（但し､日曜日・子どもの日は施設開放） 
休館日  第３日曜日、祝日、年末年始 
開館時間 午前９時３０分から午後６時まで 
対象年齢 ０歳児から１５歳を主な対象として１８歳まで 

区南部の児童館として、浅草橋地区もカバーしている  《職員》 常勤３名、非常勤４名 

３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

乳幼児期から青年期までの子どもを対象に｢遊び｣という視点から様々な活動を行ない､自己確立・他者への 
関心・愛着・信頼感などが豊かに育つ｢子育ち｣を支援していく。 
・ 子育ち支援事業     ・次世代の親の育成 
・ 子育て支援事業     ・地域・他団体との連携とネットワークの強化など。 
                   寿地区青少年委員会と協力関係を築いている 
  

『やってみたい』ができる児童館 をテーマに活動を展開 

４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
利用実績 
 

年度 開館日数 利用総数 幼児 小学生 中学生 高校生 大人 

１６ ３３４ ３１，９６３ ２，５３９ ２５,５８３ １，３６０ １４７ ２，３３４ 

１７ ３３４ ３１，６８４ ２，６９３ ２３，７２２ １，２５７ １１７ ３，８９５ 
 
 

５．予算決算の推移                              （単位：円） 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 31,604,000 29,330,000  

料金収入等 0 0  予 算 
管理経費 31,604,000 29,330,000  

負担金補助及び交付金 24,858,291  

料金収入等 0  

管理経費 24,858,291  
決 算 

収 支 0   
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[４]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[４]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [４]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[４]、(8)利用実績[４] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[４]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[３]、(6)自主事業の利用実績
[３]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[４] 
                               【標準８項目、本施設は８項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[４]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[４]、(4)清掃･警備・衛生管理[４]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[４]、(7)業務の外部委託[４]、(8)震災等への対応[４]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]       【標準 10項目、本施設は１０項目を評
価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [５]、(3)利用者増等による収支
改善努力[４] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

管理の基準を達成するとともに、子ども達や保護者の要望を受け､き

め細かい対応に努め、相談機能や他機関との連携に努力している。 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

地域との連携を大切にし､区の事業に参加協力している。自主事業実

施の際にも様々な立場の人達とつながって、地域での子育てを共有し

ている。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
個人情報保護については、事業団からの指導や内部での検討を行い、

徹底している。施設については、日常の清掃や安全管理に努めている。 
 

④歳入歳出 Ａ 
指定管理者として、職員全体で経営改革に努力しており、経費の削減、

効率の向上に努力している。 
 

⑤総合評価 Ａ 
平成元年度から業務を委託しているので、指定管理者制度移行後も、

大きな混乱もなく業務が行われ、概ね良好に管理されている。 
 

８．課題への対応 
大江戸線、つくばＸプレスの開通で、マンション建設が進み、新たな転入世帯も多い地域にある。 
そのため、核家族、価値観の違う保護者同士の行き違いの相談、調整、要望に応えるための体制作り(職員
の相談力向上、関係機関とのネットワーク)を行っていく。 
指定管理者独自の活動を尊重しながら、区として関係機関との調整や指導を行い、業務が円滑、有効に

推進できるよう役割や協力体制を明確化していく。 
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１

指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 区民部 課 児童保育サービス課

施設名 母子生活支援施設 さくら荘 指定管理者の名称 社会福祉法人 愛隣団 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
 
【概要】 昭和 27年 社会福祉法人設立認可   
【業務内容】 愛隣保育園、愛隣団隣保部（学童保育､一時預かり保育、病後児保育等）  
 
 キリスト教の友愛精神に基づく社会福祉法人の協議会「全国地域福祉協議会」の支部である「東京都城東
地区地域福祉協議会」に加盟。                                 
平成１４年度より事業団委託から愛隣団への民間委託となる。 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】 台東区橋場１－３５－７ 
【建物概要】地上 3階 （橋場保育園、橋場こどもクラブ併設） さくら荘部分 延床面積 714，01㎡ 
【設備】 居室（10室 ２Ｋ） ６畳、４.５畳、バス、トイレ、ベランダ               

その他管理部分 学習室、相談室、静養室、集会室、事務室、倉庫            
【サービス概要】児童の養育が十分に出来ない母子家庭に居室を提供(入所)、及び母子指導員による生活援助

を行う。 
【職員数】 ７名 (内訳) 施設長１名、支援員４名、非常勤２名、  他嘱託医１名 

３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】 児童福祉法､並びに子どもの権利条約，ＤＶ防止法等の法令に基づきキリスト教精神を以っ

て生活自立のための支援を必要とする母子へ支援サービスを行う。 
【事業の特徴】 母親への支援（精神的安定・生活課題の解決・養育上の課題・就労等の支援） 

児童への支援（基本的生活習慣の形成､学習支援、病児・補助保育等）         

その他 退所に向けての支援、関係機関との連絡調整、苦情解決への取り組み    

【自主事業】 年間を通して親子が心身共に健康に暮らせるよう、季節の行事・防災活動等や自立後に役立

つ地域とのふれあい行事を行い入所者同士の交流をはかる。 

４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
 
【利用実績】 
  

年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 
延世帯数 １０８世帯 ９０世帯 ９２世帯 １０２世帯 １００世帯 
延人数 ２４０人 ２４２人 ２２７人 ２５２人 ２３７人 

  
 
 
 

５．予算決算の推移                              （単位：円）

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 31,984,000 32,257,000  

料金収入等 0  予 算 
管理経費 31,984,000 32,257,000  

負担金補助及び交付金 31,984,000  

料金収入等 0  

管理経費 31,984,000  
決 算 

収 支 0  
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[４]、(3) 設備･備品の貸出[－]、(4)利用者の
安全確保[４]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[４]、(8)利用実績[－] 
                               【標準 8項目、本施設は６項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[４]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[３]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[４] 
                               【標準８項目、本施設は７項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[４]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[５]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[３]、(10)管理記録[３]      【標準 10項目、本施設は１０項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[３]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

入所者からの信頼を受けおおむね良好な関係を築いているが、逆に入

所から退所までの期間を長引かせる傾向にある。関係機関との連携で

自立に向ける指導の強化を促す必要あり。 
 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

事業計画に添って行われている。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
建設から 20 年を過ぎ、小破修繕や破損が出ているので、適切に対応
する。 
 

④歳入歳出 Ａ 
適切で継続的な処遇の為､人材育成と継続的な雇用が必要。そのため

の人件費の加算分(昇給､手当等)を考慮する必要あり。 
 

⑤総合評価 Ａ 
日々の適切な処遇に加えて、自立に向けた関係機関との連携を強化し

て､利用者が不安を持たずに積極的に自立できるような体制作りを促

す必要あり。 
８．課題への対応 
  日常の入所者への処遇は､丁寧に信頼を持って行われているので、安心感を与えている。しかし、入所者

への施設内処遇に重点が置かれている為、区全体の視点から関係機関と協力して､入所者を支え､自立に向

かわせる体制は弱く､自立に時間がかかる。広く区民に利用の機会を提供する上でも、指定管理者と協力し

て課題を整理し、区と指定管理者との役割分担の明確化をはかり、関係機関との調整をはかる。 
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